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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・今月中に緊急連絡網の電話があります。訓練に限らず、緊急時には対応できるようにしておきましょう

・3月5日に病院立ち入り監査があります。

・2月29日に次年度の事業計画ヒアリングがあります。

・2月21日と22日にSST研修が17時30分からありますので、参加しましょう。

・第9回の院内研修の出欠の確認がありますので、各自確認をしてください。訂正がある場合には上司からの連絡となりますので、報告してください。期限は2月20日までのとなります。
・畑山　幸子様～2月25日（土）が退院予定となりますので、2月20日（月）13時30分～西Bユニットミーティングルームにて退院療養検討会を実施します。
・植村　廣隆様～2月22日（水）に退院予定となります。

・田中　正士様～2月20日（月）13時30分～症例検討会があります。

＜外来通院患者様＞

・関　秀治様～2月8日より微熱が続いています。14日に当院を受診し、レスプレン、PLが処方となっています。現在も微熱がありますが、症状悪化はなく、痰の状態も黄色性ではないことから、風邪との診断となり、継続処方となっています。

・久保　興介様～幸房は自分のペースで行っているとの事。土、日は母とコミュニケーションがうまくいかず、暴れてしまったとのこと。理由については、話をするときにはうるさいため、テレビを消して話を聞いてほしいとのこと。母は本人の言い分はわかっていても応じられないこともあること、母の都合も考えるようにとのこと。また、ずっと話を聞くことはできないため、話を絞ることが大切であることつたえています。父が帰ってこられ、家族で話し合い、30分はテレビを消して話をすることに決まったとのこと。母も妥協し時間をつくることにしてる為、時間を守る事や、話ができないことはデイなどを利用するように伝えています。ただし、デイケアに来るたびに、悩み相談をしないことや、一人で過ごせないこと、他の利用者と関わりが持てないからと、スタッフで時間をつぶすことは、違うことも本人へ伝えています。診察後、デイケアでは表情が硬い様子があるが、話しかけるとにやにやし、へこんでいますと話しています。
＜患者様情報＞

・繁名　和恵様～精神状態の不安定さ続いており、本日は、昨日から自分の幻視が見えるとの事、家からはでれないから、本八戸駅へ遊びに行こうかなと話されていたとのこと。また、自分では何もできないから、入院していろいろやってもらおうかなとも話されているとのこと。入院について説明し、また頓服薬の服用についても伝えています。前回診察時に、薬を受け取る際に、頓服薬について残りが少ないが、薬剤師より、残りで間に合わせるようにと伝えたが、本人は飲んではいけないと思い込んでおり、定期薬も飲みませんと話していたとの事。服薬の必要性や、頓服薬について再度伝えています。2週間程入浴できていないことから、訪問看護でもレオパレスのシャワーの使い方を教え、シャワーだけでも行っていきます。
・板橋　利美様～12月頃に兄に痩せると言い、13㎏体重が減っていますが、間違った食事状態で実施しています。スタッフが介入するが、兄にいわれたからと、改善できずにいるため、次回兄が来られた際には情報提供し、関わりをもっていきます。

・渡部　亨様～前回受診にて、眠剤が減っていますが、十分な睡眠がとれなくなっているとのことで、訪問看護とアウトリーチを行なっています。睡眠が十分でなければ、早めの受診を勧めています。また、いろんなことが不安であり、何かをやっていないと思う事や、自分が家にいたら妻が嫌がると思うとの事で、家を出ることなどがあるとのこと。また、衝動的に買い物をしていることがあるとの事だが、病気を理由にしている様子もみられたり、他罰的になっている様子もあるとのこと。夜間の睡眠が大切であることや、金銭について指導をするが、改善意識の低さがみられるので、今後も繰り返し指導していく必要がある。日中の活動場所も提供を考えていく。服薬に関しては服薬時間など検討し改善を図っていく。

・鈴木　和則様～定期的な受診が行えず、スタッフより連絡し受診している日が増えています。母は陰性症状は病気と理解できていない様子で、おとなしい子だったからと話すことや、アトピー性皮膚炎だから外に出したくないなど、通院やリハビリテーションについても意識が低い様子が伺えます。今後は訪問看護の再開や、デイケアでなくても、日中の活動場所を検討していきます。
